
将来のスーパーコンピューティング技術
 の取組へのコメント

 ～防災・減災・気象予測の立場から～
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気象庁予報部数値予報課

室井ちあし
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気象分野における
 

シミュレーションの役割
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気象業務とスパコン

スーパーコンピューター



主な数値予報モデルの概要
予報モデル モデルを用いて発表する予報

予報領域と
水平解像度

局地モデル
（LFM, 試験運用）

日本周辺
２ｋｍ

メソモデル
（MSM）

防災気象情報
航空気象情報

日本周辺
５km

全球モデル
（GSM）

週間天気予報
府県天気予報
航空気象情報

台風予報

地球全体
20km

週間アンサンブル予報モデル

 
（WEPS） 週間天気予報

地球全体
60km

台風アンサンブル予報モデル

 
（TEPS） 台風予報

地球全体
60km

1か月予報大気モデル
1か月予報

異常天候早期警戒情報
地球全体
110km

季節予報大気海洋結合モデル
3か月・暖寒候期予報

エルニーニョ予報
地球全体
180km



世界の現業気象機関の  
スーパーコンピューターの性能
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気象庁

スパコンの性能向上は非常に重要



天気予報の
 数値予報モデルの歴史

2011/7/7 6

　　　　　1982 .3

北半球バランス・バロトロピックモデル (381km)
59.6 72.5

北半球バランスモデル (381km L3)
70.4 北半球プリミティブモデル NHM (381km L4)

75.1 NHM (381km L8)
北半球スペクトルモデル HSM (280km  L12)

83.3 88.3
全球モデル GSM (280km  L12)

GSM (180km  L16)
アジア準地衡風モデル (304 .8km L4) 88.3 GSM (110km  L21)

61.9 70.4 89.11 GSM (60km  L30)
アジア・プリミティブ・ファインメッシュモデル FLM (152 .4km L6) GSM (60km  L40) セミラグランジュGSM

73.10 FLM (127km L10)  (60km L40)
FLM (127km L12) 05.2

83.3 アジアモデル ASM (75km L16)
88.3 セミラグランジュGSM 

日本域微格子モデル VFM (63 .5km L11) (20km  L60)
83.3 VFM (63 .5km L13)

84.11 日本域モデル JSM (40km L19)

88.3 JSM (30km L23)
92.3 領域モデル RSM (20km L36)

RSM (20km L40)

メソ数値予報モデル 静力学MSM (10km L36)

98.3 静力学MSM (10km L40)

台風バランス・バロトロピックモデル (381km) 非静力学MSM(10km L40)

63.9 台風3次元モデル MNG （381，191，95km L3) 04.9
台風モデル TYM (50km L8）

88.3 TYM (40km L15) 非静力学MSM (5km L50)

TYM (24km L25)

HITACHI
SR11000/K1

2006 .31967 .4

IBM704

1987 .9  / .12

HITAC
M-200H

1973 .8

HITAC S-810/20KHITAC
5020/5020F

HITAC
8700/8800

1959 .3

HITACHI
S-3800/480

HITACHI
SR8000E1

2001 .31996 .3

HITAC M-680H

85.4

アンサンブル予報モデルは除く。かっこ内は水平解像度と鉛直層数。

モデル名称、モデル略称（水平格子間隔、L：鉛直層数）
運用開始年．月

試験運用

 

本運用



解像度の違いー台風に伴う降水

2010年 台風第9号
2010/09/08 09UTCに対す

 る前3時間降水量

どのモデルも降水域の予

 報は良い

↓

解像度を高めるほど、静

 岡から関東にかけて線状

 に組織化した降水域の形

 状や降水強度をより良く

 再現

観測（解析雨量）
MAX 156mm/3h
観測（解析雨量）
MAX 156mm/3h

7

2kmメッシュ（FT=6）
MAX 171mm/3h
2kmメッシュ（FT=6）
MAX 171mm/3h

20kmメッシュ（FT=9）
MAX 28mm/3h
20kmメッシュ（FT=9）
MAX 28mm/3h

5kmメッシュ（FT=9）
MAX  155mm/3h
5kmメッシュ（FT=9）
MAX  155mm/3h

平成23年度モデル開発者特別研修 7



気象庁ホームページから

8


	将来のスーパーコンピューティング技術の取組へのコメント� ～防災・減災・気象予測の立場から～
	気象分野における�シミュレーションの役割
	気象業務とスパコン
	主な数値予報モデルの概要
	世界の現業気象機関の�スーパーコンピューターの性能
	天気予報の�数値予報モデルの歴史
	解像度の違いー台風に伴う降水
	気象庁ホームページから

